
し くちかしゅ 第
令和６年２月１日（2024年）

号249議会だより議会だより

２０２４年　議会議員の抱負 ２ｐ
令和５年第４回定例会，第２回臨時会 ３ｐ～４ｐ
議案の審議結果 ５ｐ
議会改革の動き ５ｐ
総務文教/産業建設常任委員会所管事務調査報告 ６ｐ～７ｐ
９月～11月までの議会・議長の動向 ６ｐ～７ｐ
６名の議員の一般質問 ８ｐ～13ｐ
クローズアップ髙橋正雄さん・編集後記 14ｐ

たかはし まさお

議員８名、明るい町づくりに尽力します
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４

回
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例
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◇
主
な
案
件

・
条
例
の
改
正

・
条
例
の
制
定

・
一
般
会
計
補
正
予
算

・
特
別
会
計
補
正
予
算 令

和
５
年　
第
４
回
定
例
会 

 

会
期
（
12
月
６
日
～
８
日
）

◆�

七
ヶ
宿
町
国
民
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正

【
提
案
の
理
由
】

　
全
世
代
型
の
持
続
可
能
な
社
会
保
障
制
度
を

構
築
す
る
た
め
の
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
も
の
。

◆�

七
ヶ
宿
町
地
域
担
い
手
づ
く
り
支
援
住
宅
条

例
の
一
部
改
正

【
提
案
の
理
由
】

　
新
築
２
棟
を
追
加
す
る
と
と
も
に
、
家
賃
に

関
す
る
規
定
を
整
理
す
る
た
め
、
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
も
の
。

問 

吉
田　
修　
議
員

　
今
年
度
建
設
の
担
い
手
支
援
住
宅
の
家
賃
が

値
上
げ
さ
れ
た
理
由
は
。

答 

農
林
建
設
課
長

　
建
築
資
材
の
高
騰
に
伴
な
う
も
の
。

◆�

七
ヶ
宿
町
簡
易
水
道
事
業
及
び
七
ヶ
宿
町
下

水
道
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の
制
定

◆�

七
ヶ
宿
町
簡
易
水
道
事
業
及
び
七
ヶ
宿
町
下

水
道
事
業
の
剰
余
金
の
処
分
等
に
関
す
る
条

例
の
制
定

◆�

七
ヶ
宿
町
簡
易
水
道
事
業
及
び
七
ヶ
宿
町
下

水
道
事
業
に
地
方
公
営
企
業
法
の
財
務
規
定

等
を
適
用
す
る
こ
と
に
伴
う
関
係
条
例
の
整

備
に
関
す
る
条
例
の
制
定

【
提
案
の
理
由
】

　
令
和
６
年
度
か
ら
の
簡
易
水
道
事
業
及
び
下

水
道
事
業
の
地
方
公
営
企
業
法
の
適
用
に
伴
い

必
要
な
事
項
を
定
め
る
た
め
条
例
を
制
定
す
る
。

◇
条
例
の
改
正
及
び
制
定

▲担い手住宅

2 0 2 4 年 の 抱 負2 0 2 4 年 の 抱 負

　

町
民
一
人
一
人
の
皆
様
の

意
見
を
聞
き
、
町
の
活
性
化

に
つ
な
げ
た
い
。

　

地
域
の
方
の
声
を
し
っ
か

り
聴
き
、
楽
し
く
明
る
い
町

づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
の
身
近
な
問

題
の
提
言
や
生
活
を
守
る
こ

と
を
目
指
す
た
め
頑
張
り
ま

す
。

　

常
任
委
員
会
並
び
に
特
別

委
員
会
の
各
委
員
会
の
要
職

に
努
め
、
町
民
福
祉
の
向
上

と
生
活
支
援
の
た
め
努
力
致

し
ま
す
。

　

皆
様
の
考
え
て
い
る
こ
と

を
、
実
現
で
き
る
よ
う
尽
力

し
ま
す
。

　

平
和
な
暮
ら
し
が
一
番
。

町
民
の
福
祉
向
上
と
誇
れ
る

ま
ち
づ
く
り
に
尽
力
し
て
参

り
ま
す
。

　

主
権
者
で
あ
る
住
民
の
代

表
と
し
て
議
会
機
能
の
充
実

と
情
報
の
発
信
能
力
を
高
め
、

与
え
ら
れ
た
職
責
に
邁
進
し

ま
す
。

　

町
民
の
幸
福
の
た
め
、
議

員
の
責
任
を
真
剣
に
考
え
、

町
の
発
展
に
努
め
て
参
り
ま

す
。

議　長
管
すが

　原
わら

　研
けん

　治
じ

議　員
髙
たか

　橋
はし

　茂
しげ

　美
み

議　員
渡
わた

　部
なべ

　英
ひで

　幸
ゆき

副議長
今
こん

　野
の

　三
み

喜
き

男
お

議　員
吉
よし

　田
だ

　　　修
おさむ

議　員
髙
たか

　橋
はし

　きく子
こ

議　員
五
い

十
が

嵐
らし

　敏
とし

　夫
お

議　員
髙
たか

　橋
はし

　浩
ひろ

　之
ゆき



第

４

回

定

例

会

第
２
回
臨
時
会

議

案

の

審

議

結

果

議

会

改

革

の

動

き
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令
和
５
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

２
８
０
０
万
円
追
加

主な歳入主な歳出
◆
国
庫
負
担
金
・
補
助
金

２
０
２
９
万
円

◆
財
産
収
入	
４
６
５
万
円

◆
諸
収
入	

２
３
６
万
円

特
別
会
計
補
正
予
算

◆�

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

　
（
第
１
号
）

事
業
勘
定　
７
７
０
０
万
円
追
加

直
診
勘
定　
　
９
０
０
万
円
追
加

◆�
簡
易
水
道
特
別
会
計
補
正
予
算

　
（
第
１
号
）	

１
０
０
万
円
追
加

◆�

町
営
バ
ス
運
行
業
務
委
託

　
債
務
負
担
行
為

　
（
令
和
６
年
度
～
令
和
８
年
度
）

限
度
額　
１
億
58
万
４
千
円

◆�

公
共
下
水
道
特
別
会
計
補
正
予
算

　
（
第
１
号
）	

予
算
増
減
な
し

◆�

介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

　
（
第
２
号
）	

１
０
０
万
円
追
加

◆
住
基
シ
ス
テ
ム
改
修
業
務

３
８
５
万
円

◆�

電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等

　
価
格
高
騰
緊
急
給
付
金

１
５
６
８
万
円

問 

渡
部　
英
幸　
議
員

　
木
材
チ
ッ
プ
生
産
業
務
の
債
務
負
担
の
内
訳

は
。

答 

農
林
建
設
課
長

　
年
４
０
０
万
円
の
予
算
を
計
上
し
て
い
た
が

物
価
高
騰
も
あ
り
３
か
年
で
１
５
０
０
万
を
計

上
し
た
。

問 

五
十
嵐　
敏
夫　
議
員

　
国
か
ら
の
非
課
税
世
帯
７
万
円
の
給
付
金
は
、

い
つ
ま
で
、
ど
の
よ
う
な
方
法
に
て
行
う
の
か
。

答 

町
民
税
務
課
長

　
年
内
に
、
町
に
登
録
済
み
の
公
金
受
取
口
座

に
振
り
込
む
。

◆
町
長
等
の
諸
給
与
条
例
の
一
部
改
正

◆
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

【
提
案
の
理
由
】

　
人
事
院
勧
告
に
伴
う
国
家
公
務
員
の
特
別
職

の
報
酬
並
び
に
一
般
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法

律
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
条
例
の
一
部
を
改
正
。

�

◆�

議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
法
律
に
準
じ
、
議
員
の
期
末
手
当
（
ボ
ー
ナ

ス
）
を
年
０
・
１
月
ア
ッ
プ
す
る
も
の
。

◇
条
例
の
改
正

◇
議
員
発
議

令
和
５
年

第
２
回
臨
時
会

会
期
（
11
月
27
日
）

議案の審議結果議案の審議結果
【表の見方】　○：賛成　×：反対　欠：欠席　早：早退　議：議長　退：退席　除：除斥　投：投票　※議長は採決に加わりません

会
議
名

議案番号 議　案　内　容 議決月日 結果

議員名

掲
載
頁

1 2 3 4 5 6 7 ８
髙
橋　
浩
之

髙
橋
き
く
子

渡
部　
英
幸

五
十
嵐
敏
夫

吉
田　
　
修

髙
橋　
茂
美

今
野
三
喜
男

管
原　
研
治

令
和
５
年

第
２
回
臨
時
会

第71号 町長等の諸給与の一部改正について 令和５年
11月 27日 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 P4

第 72号 職員の給与に関する条例の一部改正について 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 〃

令
和
５
年
第
４
回
定
例
会

第73号 七ヶ宿町国民健康保険税条例の一部改正について 令和５年
12月 8日 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 P3

第 74号 七ヶ宿町地域担い手づくり支援住宅条例の一部改正につ
いて 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 〃

第75号 七ヶ宿町簡易水道事業及び七ヶ宿町下水道事業の設置等
に関する条例の制定について 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 〃

第76号 七ヶ宿町簡易水道事業及び七ヶ宿町下水道事業の剰余金
の処分等に関する条例の制定について 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 〃

第77号
七ヶ宿町簡易水道事業及び七ヶ宿町下水道事業に地方公
営事業法の財産規定等を適用することに伴う関係条例の
整備に関する条例の制定について

〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 〃

第78号 令和 5年度七ヶ宿町一般会計補正予算（第 4号） 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 P4

第 79号 令和 5年度七ヶ宿町国民健康保険特別会計補正予算（第
1号） 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 〃

第80号 令和 5年度七ヶ宿町簡易水道特別会計補正予算（第 1号） 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 〃
第81号 令和 5年度七ヶ宿町町営バス特別会計補正予算（第２号） 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 〃

第82号 令和 5年度七ヶ宿町公共下水道特別会計補正予算（第 1
号） 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 〃

第83号 令和 5年度七ヶ宿町介護保険特別会計補正予算（第２号） 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 〃

　議会では、情報発信機能を強化し住民に開かれた議会を目指すため、様々な改革を行っ
ています。最近の主な動きを一部紹介します。

・通年議会制と議員間討議の導入
・常任委員会の活動検証と構成委員数の見直し
・議案書、会議資料等の PDF（データ保存）化
・議会のライブ配信など

今後の課題（対応）

議会の対応 主な目的

ノートパソコンや
タブレット端末の活用

・諸会議情報の共有化や会議記録など情報管理の迅速化
・町民への統一的な情報提供
・広報委員会の編集作業や常任委員会の事務調査の効率化など

LINE の活用（グループ化）・事務局のスピーディーな情報発信と移動先での情報共有化・常任委員会などの情報共有化

議会改革の
動　き



所

管

事

務

調

査

報

告

所

管

事

務

調

査

報

告

議

会

・

議

長

の

動

向

議

会

・

議

長

の

動

向
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総務文教常任委員会所管事務調査報告（抜粋）産業建設常任委員会所管事務調査報告（抜粋）
調 査 日：令和 5年 11月 8日
調査事項：「国民健康保険診療所の現状と課題」
　　　　　並びに「ひがし薬局七ヶ宿の運営状況」について

　診療所の受診件数は、コロナ禍前の状況にほぼ戻っているが、近隣総合病院との連
携状況は、公立刈田綜合病院が若干減少しているほか、脳ドック検診などは、みやぎ
県南中核病院への受診紹介になっているとの説明があり、新型コロナ感染症患者の受
診状況は徐々に減少し、令和 5年 10月期には感染者がいないとのことでした。また、
「ひがし薬局七ヶ宿」の運営状況については、5月以降の利用状況が 1日あたり平均
21人で推移し、以前に比べ診療所以外からの処方箋の数が倍になっているとのこと
でしたが、薬局の経営状況は若干の赤字状況なので町からの経営安定支援金月額 50
万円の継続により、令和 8年度からは赤字解消が見込まれるとの説明でした。
　なお、現在職員からの診療体制などへの問題提起はないとのことでしたが、委員か
らは　　１、　診療所入口の自動ドア化
　　　　２、　理学療法士の配置
　　　　３、　安心できる妊娠・出産への対応
などの意見や要望がありましたので、医療体制づ
くりへの更なる努力を期待し所管事務調査報告
と致します。

総務文教常任委員会委員長　五十嵐　敏　夫　

調 査 日：令和５年 11月 10日
調査事項：令和５年度七ヶ宿町立保育所建設工事について

　10月現在の工事出来高は 25％で、基礎工事、ソーラー蓄熱式床暖房の電熱パネル
の設置も完了し、上屋及び屋根のガルバリウム鋼板の設置施工中とのことであり、降
雪もまじかに迫る中、11月中には鋼板施工が完了とのことでしたので、工程管理は
しっかりなされていると思われました。
　保育所の内部は床下地のCLTの張り付け作業中で、説明では「伝熱パネルの一部
が故障しても蓄熱式なので問題ない」とのことでしたが、気になるのは伝熱パネルが
故障した場合どのような対応をするのか疑問を感じたところです。
　以前導入した、関・湯原小学校体育館の床暖房設備のような状態にならないことを
切に願うところです。
　以上、関保育所建設工事（中間状況）の所管事
務調査報告と致します。

産業建設常任委員会委員長　渡　部　英　幸　

▲ 11月 16日岩手県岩泉町議会視察研修の様子

▲ 11月 22日福岡県東峰村議会のみなさんと

▲教育委員会及び施工業者に説明を求めた ▲診療所と薬局の課題について調査

年 

月 

日

会
議
・
行
事

出
席
者

９
月
15
日
横
山
た
か
み
つ
県
政
報
告
会

議
長

９
月
18
日
横
山
た
か
み
つ
後
援
会
事
務
所
開
き

正
副
議
長

９
月
19
日
高
畠
町
議
会
正
副
議
長
就
任
あ
い
さ
つ
正
副
議
長

９
月
29
日
議
会
広
報
特
別
委
員
会

広
報
委
員

10
月
５
日
仙
南
亘
理
地
方
町
村
議
会
議
長
会

議
長

10
月
６
日
議
会
広
報
特
別
委
員
会

広
報
委
員

10
月
10
日
角
田
市
議
会
正
副
議
長
就
任
あ
い
さ
つ
正
副
議
長

10
月
12
日
議
会
改
革
検
討
特
別
委
員
会

全
議
員

10
月
12
日
公
共
事
業
入
札
・
契
約
等
特
別
委
員
会
全
議
員

10
月
12
日
議
会
報
告
会
・
懇
談
会
実
行
委
員
会

全
議
員

10
月
12
日
議
会
広
報
特
別
委
員
会

広
報
委
員

10
月
15
日
ふ
る
さ
と
祭
り
・
表
彰
式

議
長
・
外

10
月
19
日
議
会
広
報
特
別
委
員
会

広
報
委
員

10
月
20
日
仙
南
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会

議
長
・
渡
部

10
月
30
日
七
ヶ
宿
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
総
会

議
長

10
月
31
日
仙
南
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会

議
長
・
渡
部

10
月
31
日
町
学
校
音
楽
祭

議
長
・
外

11
月
８
日
総
務
文
教
常
任
委
員
会
所
管
事
務
調
査
総
文
委
員

11
月
10
日
産
業
建
設
常
任
委
員
会
所
管
事
務
調
査
産
建
委
員

11
月
13
日
全
国
過
疎
地
域
連
盟
総
会

議
長

11
月
13
日
行
財
政
研
修
会

副
議
長
・
外

11
月
14
日
宮
城
県
町
村
議
長
会
正
副
会
長
会
議

議
長

11
月
16
日
岩
手
県
岩
泉
町
議
会
視
察
研
修
対
応

五
十
嵐

11
月
20
日
知
事
と
正
副
議
長
と
の
意
見
交
換
会

正
副
議
長

11
月
22
日
福
岡
県
東
峰
村
議
会
視
察
研
修
対
応

正
副
議
長
・
外

11
月
22
日
議
会
全
員
協
議
会

全
議
員

11
月
27
日
第
２
回
議
会
臨
時
会

全
議
員

11
月
27
日
議
会
運
営
委
員
会
・
全
員
協
議
会

全
議
員

11
月
27
日
広
島
県
議
会
視
察
対
応

議
長

11
月
29・30
日

町
村
議
会
議
長
全
国
大
会

議
長

９
月
～

９
月
～
1111
月
ま
で
の

月
ま
で
の

議
会
・
議
長
の
動
向

議
会
・
議
長
の
動
向



一
般
質
問
　
髙
橋
浩
之 

議
員

一
般
質
問
　
吉
田
　
修 

議
員
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問
農
業
の
後
継
者
不
足
は
深

刻
で
あ
る
。
高
齢
化
や
後

継
ぎ
が
い
な
い
等
の
理
由
で
、
特

に
水
田
の
耕
作
放
棄
地
が
見
受
け

ら
れ
る
が
対
応
は
。

答
耕
作
放
棄
地
の
取
り
組
み

と
し
て
、
中
山
間
地
域
直

接
支
払
交
金
付
制
度
や
多
面
的
機

能
支
払
交
付
金
制
度
の
活
用
で
、

平
成
12
年
度
か
ら
実
施
し
て
い

る
。問答

耕
作
放
棄
地
へ
の
対
応
は

国
の
交
付
金
制
度
を
活
用
し
て
い
る

問
町
内
の
圃
場
整
備
事
業
を

今
後
ど
の
よ
う
な
計
画
で

進
め
る
の
か
。
又
、
新
た
な
国
、

県
の
補
助
事
業
の
見
込
み
は
。

答
現
在
、
第
３
期
の
農
地
中

間
管
理
機
構
関
連
農
地
整

備
事
業
を
行
っ
て
お
り
、
土
地
改

良
は
概
ね
修
了
し
た
と
捉
え
て
い

る
。
今
後
は
生
産
性
の
向
上
、
農

地
集
積
な
ど
の
農
地
保
全
に
努
め

た
い
。

問
耕
作
放
棄
さ
れ
て
い
る
農

用
地
の
現
状
を
行
政
や
農

業
委
員
会
は
ど
の
よ
う
な
調
査
を

行
い
把
握
し
て
い
る
の
か
。

答
現
在
、
圃
場
整
備
に
よ
り

一
定
程
度
の
耕
作
放
棄
地

が
解
消
さ
れ
て
い
る
が
、
耕
作
放

棄
地
に
関
し
て
は
農
業
委
員
会
が

現
地
確
認
を
し
て
い
る
。

問
農
地
所
有
者
か
ら
農
用
地

へ
の
対
応
に
つ
い
て
の
聞

き
取
り
や
相
談
な
ど
適
切
な
対
応

を
し
て
い
る
の
か
。

答
農
地
法
等
の
制
度
を
説
明

し
、
賃
借
権
の
設
定
を
指

導
し
て
い
る
。

問
農
地
の
荒
廃
化
は
鳥
獣
被

害
拡
大
な
ど
地
域
環
境
へ

も
影
響
を
及
ぼ
す
。
町
内
の
環
境

維
持
保
全
に
も
政
治
的
対
応
が
必

要
で
は
な
い
か
。

答
農
用
地
の
荒
廃
化
に
よ
る

有
害
鳥
獣
の
被
害
が
散
見

さ
れ
る
が
、
今
後
の
農
地
被
害
や

環
境
整
備
の
必
要
性
を
注
視
し
て

い
き
た
い
。

問
干
蒲
地
区
で
は
町
外
の
子

供
さ
ん
が
草
刈
り
な
ど
を

行
っ
て
い
る
。
負
担
軽
減
策
と
し

て
農
振
地
区
見
直
し
も
必
要
で
な

い
か
。

答
農
振
見
直
し
に
つ
い
て
は

農
地
所
有
者
、
地
区
、
農

業
委
員
会
な
ど
の
考
え
が
有
効

で
、
合
理
的
で
あ
れ
ば
農
振
除
外

も
可
能
と
考
え
る
。

吉
よし

田
だ

  修
おさむ

  議員

問
町
内
外
よ
り
年
間
２
万
人

を
超
す
来
場
者
が
あ
る
。

今
後
の
ス
キ
ー
場
に
対
す
る
行
政

の
考
え
は
。

問
湯
原
地
区
の
埋
蔵
文
化
財

「
お
た
て
」
は
歴
史
的
に
見

て
も
七
ヶ
宿
町
に
と
っ
て
非
常
に

重
要
な
埋
蔵
文
化
財
だ
が
、
今
後

の
行
政
の
対
応
は
。

答
平
成
29
年
12
月
に
町
指
定

の
文
化
財
と
し
た
。　

　
以
前
か
ら
様
々
な
文
献
等
が
確

認
で
き
、
こ
れ
を
後
世
に
継
承
す

る
こ
と
は
必
要
だ
が
、
現
在
は
人

口
減
少
対
策
を
最
優
先
に
継
続
し

て
い
く
事
が
重
要
と
考
え
て
い

る
。

答
冬
期
間
に
お
け
る
町
の
交

流
人
口
を
拡
大
す
る
重
要

な
施
設
な
の
で
、
観
光
関
連
事
業

者
の
皆
さ
ん
と
協
力
し
な
が
ら
今

後
の
在
り
方
を
ま
と
め
て
い
き
た

い
。問

七
ヶ
宿
町
の
歴
史
に
詳
し

い
方
や
文
化
財
保
護
委
員

の
方
々
が
高
齢
化
し
て
い
く
な

か
、
文
化
財
に
携
わ
る
人
材
の
育

成
な
ど
早
急
な
行
政
対
応
が
必
要

と
思
わ
れ
る
が
対
応
は
。

答
七
ヶ
宿
の
歴
史
に
詳
し
い

方
や
そ
の
継
承
に
つ
い
て

は
、
教
育
委
員
会
を
中
心
に
伝
え

て
い
く
よ
う
な
手
段
を
講
じ
て
い

き
た
い
。

答
指
定
管
理
施
設
募
集
の
仕

方
は
一
般
公
募
と
特
定
の

事
業
所
と
の
取
り
交
わ
し
の
や
り

方
が
あ
る
。
町
民
が
分
か
り
や
す

い
様
に
進
め
て
い
き
た
い
。

問
ス
キ
ー
場
の
冬
期
間
従
業

員
は
40
名
を
超
す
人
員
が

必
要
だ
が
、
従
業
員
の
確
保
具
体

的
な
考
え
は
。

答
ま
ち
づ
く
り
株
式
会
社
の

中
で
必
要
な
場
所
に
必
要

な
人
材
が
動
け
る
体
制
を
取
り
た

い
。

問
現
在
、
七
ヶ
宿
ス
キ
ー
場

の
指
定
管
理
の
任
期
が
1

年
半
余
り
に
な
っ
た
が
、
そ
の
後

の
運
営
は
ど
う
す
る
の
か
。

答
新
た
な
第
３
セ
ク
タ
ー
が

本
町
の
観
光
や
食
堂
小
売

店
な
ど
の
経
営
を
行
う
。
そ
の
中

に
ス
キ
ー
場
の
運
営
も
取
り
組
む

考
え
が
あ
る
。

問
指
定
管
理
の
公
募
は
行
わ

ず
に
新
た
な
第
３
セ
ク

タ
ー
が
ス
キ
ー
場
の
運
営
を
行
う

の
か
。

問

問

答

答

こ
れ
か
ら
の
観
光
事
業
へ
の
対
応
は

文
化
遺
産
の
継
承
に
行
政
対
応
が
重
要
で
は

観
光
関
連
事
業
者
と
協
力
し
て
い
き
た
い

継
承
は
必
要
だ
が
人
口
減
少
対
策
を
優
先
と
考
え
る

髙
たか

橋
はし

  浩
ひろ

之
ゆき

  議員

▲耕作放棄地

▲スキー場は交流と雇用の場



一
般
質
問
　
髙
橋
茂
美 

議
員

一
般
質
問
　
五
十
嵐
敏
夫 

議
員
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問
不
登
校
の
生
徒
数
は
。
ま

た
、
ど
の
よ
う
な
対
応
対

策
を
と
っ
て
い
る
か
。

答
不
登
校
の
児
童
生
徒
は
３

名
、
欠
席
が
ち
な
児
童
生

徒
が
６
名
と
な
っ
て
い
る
。

　
学
校
で
は
、
社
会
的
自
立
や
学

校
復
帰
に
向
け
、
全
教
員
が
家
庭

と
連
携
し
て
対
応
し
て
い
る
。

問
※
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

の
対
応
状
況
は
。

答
小
学
校
で
年
20
日
、
中
学

校
で
年
33
日
、
学
校
を
訪

問
し
児
童
生
徒
の
状
況
把
握
や
面

談
を
行
い
対
処
し
て
い
る
。

問
不
登
校
は
、
小
学
校
か
ら

中
学
校
に
進
学
す
る
と
き

増
加
傾
向
と
あ
る
が
、
学
校
間
の

連
携
状
況
は
。

答
小
中
学
校
の
引
継
ぎ
は
必

ず
年
度
末
に
行
っ
て
い
る
。

小
中
学
校
の
先
生
方
の
交
流
や
校

長
教
頭
会
は
月
１
回
開
催
し
て
い

る
。

問
本
町
の
不
登
校
児
童
生
徒

の
特
徴
は
。

答
最
近
の
様
子
で
は
、
時
々

学
校
に
来
る
回
数
が
増
え

て
い
る
。
ま
た
、
行
事
に
は
来
る

し
、
会
え
ば
話
を
し
、
職
場
体
験

に
も
参
加
し
て
い
る
。
ち
ょ
っ
と

し
た
き
っ
か
け
で
復
帰
す
る
こ
と

は
十
分
考
え
ら
れ
る
。

問
い
じ
め
問
題
の
内
容
と
対

応
対
策
は
。

答
小
学
校
で
数
件
発
生
し
て

い
る
が
、
い
ず
れ
も
、
冷

や
か
し
な
ど
で
、
相
手
が
い
や
が

る
言
葉
の
も
の
で
あ
る
。

　
各
学
校
で
は
、
生
徒
指
導
委
員

会
開
催
や
生
活
ア
ン
ケ
ー
ト
を
月

１
回
実
施
し
、
実
態
把
握
に
努
め

る
ほ
か
、
専
門
職
に
よ
る
「
い
じ

め
問
題
専
門
委
員
会
」を
開
催
し
、

一
人
一
人
に
寄
り
添
っ
た
支
援
・

指
導
を
行
っ
て
い
る
。

問答
不
登
校
と
い
じ
め
問
題
の
現
状
と
対
策
は

学
校
と
保
護
者
及
び
専
門
職
に
て
、解
決
へ
の
努
力
を
進
め
て
行
く

問
不
登
校
に
対
す
る
学
校
の

具
体
的
対
応
は
。

答
中
学
校
で
は
週
２
日
、
校

内
の
会
議
室
を
開
放
し
、

別
室
登
校
が
で
き
る
環
境
を
整
え

て
い
る
。
学
習
面
で
は
、
平
日
の

午
前
中
に
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
学

習
支
援
な
ど
の
対
応
を
行
っ
て
い

る
。問

※

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
の
対
応
状
況
は
。

答
年
15
日
、
小
中
学
校
を
巡

回
し
、
教
職
員
や
児
童
生

徒
、保
護
者
と
の
面
談
を
通
じ
て
、

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
て
い
る
。

五
い

十
が

嵐
らし

  敏
とし

夫
お

  議員

問
令
和
７
年
度
に
実
施
設
計

し
た
後
に
、
令
和
８
年
度

に
建
設
は
可
能
な
の
か
。

答
過
疎
計
画
に
あ
る
年
限
に

こ
だ
わ
る
こ
と
な
く
、
令

和
７
年
度
に
実
施
設
計
が
出
来
る

か
不
明
で
あ
り
、
答
え
は
差
し
控

え
る
。

問
令
和
７
年
度
に
実
施
設
計

に
入
っ
て
も
、
完
成
す
る

の
は
令
和
９
年
、
10
年
に
ず
れ
込

む
と
い
う
こ
と
か
。

答
し
っ
か
り
と
し
た
本
町
の

小
中
学
校
の
教
育
の
あ
り

方
を
定
め
て
、
同
時
並
行
的
に
財

源
の
確
保
に
当
た
ら
な
け
れ
ば
い

け
な
い
の
で
、
そ
の
目
途
を
つ
け

て
計
画
を
進
め
た
い
。

答
平
成
29
年
10
月
に
小
中
一

貫
教
育
基
本
構
想
を
と
り

ま
と
め
、
ハ
ー
ド
面
に
関
し
て
は

改
め
て
検
討
す
る
と
し
て
お
り
、

令
和
６
年
度
に
中
学
校
校
舎
及
び

体
育
館
の
基
本
設
計
、
令
和
７
年

度
に
中
学
校
校
舎
立
て
替
え
の
実

施
設
計
の
計
画
を
し
て
い
る
。

問
七
ヶ
宿
町
過
疎
地
域
持
続

的
発
展
計
画
に
中
学
校
校

舎
建
て
替
え
を
行
う
と
あ
る
が
、

来
年
度
に
実
施
設
計
予
算
を
盛
り

込
み
、
令
和
７
年
度
に
立
て
替
え

を
行
う
の
か
。

　
ま
た
、
小
学
校
と
統
合
し
た
小

中
一
貫
校
を
建
設
す
る
考
え
が
あ

る
の
か
。

問答
七
ヶ
宿
中
学
校
校
舎
立
て
替
え
は

令
和
７
年
度
に
実
施
設
計
を
で
き
る
か
不
明

髙
たか

橋
はし

  茂
しげ

美
み

  議員

※�

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

と
は

　�

保
護
者
や
教
員
と
協
力
し
な
が
ら

問
題
を
環
境
面
か
ら
解
決
す
る
専

門
職

※�

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
は

　�

児
童
生
徒
の
問
題
に
対
し
て
、
心

理
面
か
ら
解
決
す
る
専
門
職

▲築 45年経過の中学校校舎

▲授業風景
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問
指
定
管
理
料
が
削
減
さ
れ

て
い
る
団
体
も
あ
る
が
。

答
各
団
体
か
ら
収
支
計
画
が

提
出
さ
れ
納
得
の
上
で
決

定
し
て
い
る
の
で
、
町
が
一
方
的

に
削
減
は
し
て
い
な
い
。

問
統
合
す
る
両
社
の
末
端
の

従
業
員
に
就
労
条
件
な
ど

十
分
説
明
し
た
の
か
。

問答
観
光
開
発
㈱
と
ま
ち
づ
く
り
㈱
の
統
合
目
的
は

労
働
力
の
確
保
と
新
し
い
事
業
に
挑
戦
で
き
る
仕
組
み
を
作
る

答
基
本
的
に
は
現
状
と
変
わ

ら
ず
、
社
員
か
ら
は
反
対

意
見
は
出
て
い
な
い
。

問
統
合
後
は
ど
の
よ
う
な
組

織
体
制
で
運
営
し
て
い
く

の
か
。

答
組
織
を
専
務
性
と
し
、
渉

外
課
、
総
務
課
、
事
業
課

の
３
課
制
と
し
、そ
の
下
に
係
長
、

主
任
を
配
置
し
事
業
運
営
す
る
。

問
観
光
開
発
㈱
と
ま
ち
づ
く

り
㈱
が
統
合
す
れ
ば
、
年

間
の
債
務
負
担
行
為
額
（
指
定
管

理
委
託
料
）
が
ま
た
増
え
る
の
で

は
。

答
新
た
な
事
業
を
取
り
入
れ

る
理
由
か
ら
債
務
負
担
行

為
の
限
度
額
が
増
え
る
。

　
赤
字
が
発
生
し
た
か
ら
と
い
っ

て
指
定
管
理
委
託
料
に
反
映
さ
れ

る
こ
と
は
な
い
。

問
そ
ろ
そ
ろ
町
の
施
設
全
体

の
縮
小
を
本
気
で
考
え
る

時
期
で
は
な
い
か
。

答
私
の
政
策
に
納
得
で
き
な

け
れ
ば
、
新
し
い
指
導
者

が
町
政
運
営
を
行
っ
て
い
く
べ

き
。

問
財
政
調
整
基
金
が
減
っ
て

い
る
。
施
設
の
必
要
性
を

見
極
め
、
町
民
の
理
解
と
協
力
を

得
な
が
ら
実
行
し
て
い
く
時
期
で

は
。答

新
し
い
血
を
入
れ
て
、
新

し
い
町
を
作
り
、
雇
用
の

場
や
将
来
に
残
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
施
設
を
考
え
な
が
ら
、
町
の

活
性
化
の
ス
ピ
ー
ド
は
落
と
さ
な

い
形
で
進
め
て
い
く
。

渡
わた

部
なべ

  英
ひで

幸
ゆき

  議員

問
建
設
中
の
保
育
所
は
５
億

５
千
万
円
を
超
え
る
予
算

と
な
っ
て
い
る
が
、
保
育
児
童
と

直
接
に
接
す
る
職
員
の
対
応
が
何

よ
り
大
切
で
は
。

答
本
町
面
積
の
90
％
が
山
林

の
町
な
の
で
、
で
き
る
だ

け
子
供
た
ち
が
育
つ
環
境
の
な
か

で
、
木
の
ぬ
く
も
り
や
木
の
香
り

が
す
る
場
が
必
要
と
考
え
進
め
て

い
る
が
、
引
き
続
き
保
育
士
の
募

集
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

問
保
育
所
職
員
の
出
入
り
が

際
立
っ
て
多
い
よ
う
に
思

わ
れ
る
が
、
幼
児
を
あ
ず
か
る
保

育
所
運
営
に
対
す
る
考
え
は
。

答
今
回
、
建
築
を
進
め
て
い

る
が
、
建
物
だ
け
が
立
派

で
も
中
身
が
整
っ
て
い
な
け
れ
ば

保
育
所
と
し
て
の
体
を
な
さ
な

い
。

　
現
在
、
保
育
士
１
名
に
新
規
採

用
通
知
を
出
し
て
い
る
の
で
、
４

月
か
ら
来
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ

て
い
る
。

　

さ
ら
に
第
２
次
募
集
と
し
て
、

保
育
士
、
保
健
師
、
行
政
職
員
を

若
干
名
公
募
し
て
い
る
。

▲や・すまっしぇ

▲道の駅

問
令
和
５
年
４
月
の
入
所
者

見
込
み
は
３
歳
児
未
満
12

名
、３
歳
児
８
名
、４
歳
児
７
名
、

５
歳
児
５
名
の
合
計
32
名
と
な
っ

て
い
た
が
、現
在
の
入
所
者
数
は
。

答
令
和
５
年
４
月
現
在
の
入

所
者
数
は
29
名
で
、
そ
の

後
、
11
月
末
ま
で
に
３
名
の
新
規

入
所
者
と
１
名
の
退
所
者
が
あ

り
、現
在
は
31
名
と
な
っ
て
い
る
。

問
保
育
所
を
利
用
し
て
い
る

家
族
や
保
護
者
団
体
か
ら
、

保
育
所
運
営
に
対
す
る
意
見
や
直

接
的
な
要
望
な
ど
は
あ
る
の
か
。

答
保
護
者
か
ら
保
育
職
員
数

を
少
し
で
も
増
や
し
て
欲

し
い
と
い
う
意
見
を
聞
い
て
い

る
。

問
令
和
５
年
度
の
関
保
育
所

職
員
体
制
は
、
所
長
、
保

育
士
５
名
、
栄
養
士
（
兼
務
）
１

名
、
保
育
支
援
員
３
名
の
体
制
で

示
さ
れ
て
い
た
が
、
現
在
の
職
員

体
制
は
。

答
現
在
、所
長
、保
育
士
４
名
、

栄
養
士
（
兼
務
）
１
名
、

保
育
支
援
員
３
名
体
制
と
な
っ
て

い
る
が
、
保
育
支
援
員
１
名
は
保

育
士
資
格
を
有
し
て
い
る
の
で
、

国
の
定
め
る
配
置
基
準
は
満
た
し

て
い
る
。

問答
幼
児
を
あ
ず
か
る
保
育
所
運
営
の
考
え
は

環
境
を
整
え
る
た
め
保
育
士
確
保
に
取
り
組
む

髙
たか

橋
はし

  きく子
こ

  議員

▲建設中の保育所

▲保育所の完成は３月下旬を予定している



■
発
行
／
七
ヶ
宿
町
議
会
　
〒
9
8
9

－

0
5
９
2
　
宮
城
県
刈
田
郡
七
ヶ
宿
町
字
関
1
2
6
　
　
■
編
集
／
七
ヶ
宿
町
議
会
広
報
特
別
委
員
会
　
　
■
印
刷
／
株
式
会
社
神
尾
印
刷
所

広報だより作成のため、お気軽にご意見・ご要望をお聞かせください。
　　　　　　　現在町のホームページからも議会の内容や
　　　　　　　議会だよりをご覧いただけます。△

連絡先　七ヶ宿町議会事務局　☎ 37-2197　FAX 37-2198

12月定例会の
傍聴者は３名
でした

■
議
会
広
報
特
別
委
員
会

　委
員
長
　吉
　田
　
　
　修

　副
委
員
長
　髙
　橋
　浩
　之

　委
　
　員
　五
十
嵐
　敏
　夫

　委
　
　員
　髙
　橋
　き
く
子

あなたも議会の傍聴してみませんか？
次回の議会は令和６年３月５日から 18日の会期で、第１回定例会を開催予定です。
傍聴に関してのご質問は「七ヶ宿町議会事務局」までお気軽にお問合せ下さい。

　今
年
は
雪
の
な
い
穏
や
か
な
新

年
を
迎
え
ま
し
た
が
、
夕
刻
に
能
登

半
島
で
発
生
し
た
地
震
被
害
は
津

波
や
大
規
模
火
災
、
幹
線
道
な
ど

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
寸
断
、
犠
牲
者
や

安
否
不
明
者
を
含
む
多
く
の
被
災

者
な
ど
、
日
増
し
に
全
国
民
に
衝
撃

を
与
え
て
い
ま
す
。

　我
が
町
で
も
毎
年
防
災
訓
練
を

実
施
し
、
議
会
で
も
「
七
ヶ
宿
町
議

会
災
害
対
策
本
部
設
置
要
綱
」
を

設
け
防
災
訓
練
に
参
加
し
て
い
ま

す
が
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
は
改
め
て

日
頃
か
ら
防
災
意
識
を
願
う
と
こ

ろ
で
す
。

（
髙
橋
き
く
子
）

編集
後記
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私
は
、
現
在
、
町
文
化
財
保
護
委
員
を
し
て
お
り
ま
す
が
、
以
前
は
、
七
ヶ
宿
町
水
と
歴

史
の
館
館
長
も
務
め
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
水
と
歴
史
の
館
は
先
人
が
残
し
て
く
れ
た
文
化

財
や
歴
史
に
関
す
る
資
料
な
ど
を
収
集
、
保
管
公
開
し
、
町
民
の
文
化
の
向
上
に
資
す
る
た

め
の
、
学
び
の
場
、
親
し
む
場
、
楽
し
む
場
の
社
会
教
育
施
設
で
す
。
一
方
で
、
町
外
に
対

し
て
、
七
ヶ
宿
町
の
過
去
・
現
在
・
未
来
の
情
報
を
発
信
す
る
教
育
や
観
光
の
施
設
で
も
あ

り
ま
す
。

　
七
ヶ
宿
町
に
は
、
湯
原
城
跡
（
湯
原
）
や
聖
観
音
像
（
関
）
な
ど
、
５
件
の
指
定
文
化
財

が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
約
80
ヶ
所
の
埋
蔵
文
化
財
（
土
地
に
埋
蔵
さ
れ
て
い
る
文
化
財
）

が
あ
り
、そ
の
殆
ど
が
縄
文
時
代
の
遺
跡
で
す
が
、
６
ヶ
所
は
湯
原
城
跡
な
ど
の
城
跡
で
す
。

そ
れ
以
外
に
も
、
町
内
に
は
先
人
が
築
い
た
歴
史
遺
産
や
文
化
遺
産
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
長
年
、
役
場
職
員
と
し
て
、
七
ヶ
宿
町
の
歴
史
や
文
化
財
に
関
わ
る
仕
事
に
携
わ
る
事
が

で
き
た
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て
大
き
な
財
産
で
す
。
温
故
知
新
。
過
去
の
歴
史
や
文
化
を
学

ぶ
こ
と
で
、
よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
未
来
が
開
け
て
来
る
と
常
々
考
え
て
い
ま
す
。
国
内

で
は
、
先
人
が
残
し
た
文
化
財
遺
産
の
保
存
活
用
は
、
地
域
の
活
性
化
や
ま
ち
づ
く
り
に
欠

か
せ
な
い
ア
イ
テ
ム
と
な
っ
て
い
ま
す
。　

こ
れ
ま
で
得
た
知
識
や
情
報
を
生
か
し
、
小

さ
く
て
も
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
し

た
い
と
常
日
頃
か
ら
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
今
後
も
七
ヶ
宿
町
の
歴
史

や
文
化
財
に
つ
い
て
調
査
研
究
し
、
未
来
に
継

承
し
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。髙
た
か

橋は
し　
正ま

さ

雄お

湯
原
地
区
に
お
住
ま
い
の
髙
橋
正
雄
さ
ん
よ
り
投
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

  
温
故
知
新
。
過
去
の
歴
史
や
文
化
財
は
地
域
づ
く
り
の
キ
ー
ワ
ー
ド

温
故
知
新
。
過
去
の
歴
史
や
文
化
財
は
地
域
づ
く
り
の
キ
ー
ワ
ー
ド

これまでの得た知識や
情報を生かし、町内小
中学校などで歴史や文
化財の講師を務める。
現在は湯原区長とし
て、積極的に地域づく
りに取り組んでいる。


